


Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ａ Ａ

Ｂ Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

 事 業 名 

 工 事 名 

工事場所

名　　称

縮   尺

工   種

事業主体 四日市市

上下水道局
図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号

設　計　者

設計年月日 平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日

四日市市日永東一丁目地内

改修前　平面図・断面図

　　中央ポンプ場耐震補強工事

平成29年度公共下水道事業

D-8

A1：1/100

A3：1/200



Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ａ Ａ

Ｂ Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

 事 業 名 

 工 事 名 

工事場所

名　　称

縮   尺

工   種

事業主体 四日市市

上下水道局
図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号

設　計　者

設計年月日 平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日

四日市市日永東一丁目地内

　　中央ポンプ場耐震補強工事

改修後　平面図・断面図

平成29年度公共下水道事業

D-9

A1：1/100

A3：1/200





 事 業 名 

 工 事 名 

工事場所

名　　称

縮   尺

工   種

事業主体 四日市市

上下水道局
図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号

設　計　者

設計年月日 平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日

四日市市日永東一丁目地内

　　中央ポンプ場耐震補強工事

改修後　立面図

平成29年度公共下水道事業







 事 業 名 

 工 事 名 

工事場所

名　　称

縮   尺

工   種

事業主体 四日市市

上下水道局
図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号

設　計　者

設計年月日 平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日

四日市市日永東一丁目地内

　　中央ポンプ場耐震補強工事

部分詳細図（３）

平成29年度公共下水道事業

D-14

A1：1/ 50

A3：1/100



 事 業 名 

 工 事 名 

工事場所

名　　称

縮   尺

工   種

事業主体 四日市市

上下水道局
図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号

設　計　者

設計年月日 平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日

四日市市日永東一丁目地内

　　中央ポンプ場耐震補強工事

部分詳細図（４）

平成29年度公共下水道事業

D-15

A1：1/ 50

A3：1/100





 事 業 名 

 工 事 名 

工事場所

名　　称

縮   尺

工   種

事業主体 四日市市

上下水道局
図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号

設　計　者

設計年月日 平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日

四日市市日永東一丁目地内

　　中央ポンプ場耐震補強工事

部分詳細図（６）

平成29年度公共下水道事業

D-17

A1：1/ 50

A3：1/100







 事 業 名 

 工 事 名 

工事場所

名　　称

縮   尺

工   種

事業主体 四日市市

上下水道局
図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号

設　計　者

設計年月日 平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日

四日市市日永東一丁目地内

　　中央ポンプ場耐震補強工事

平成29年度公共下水道事業

外構・仮設計画図(1)（参考）





割裂補強筋（スパイラル筋）

仕上げ除去後目荒し 接着系アンカー

接合筋

既存壁

接着系アンカー

新設鉄筋

接着系アンカー

新設鉄筋

既存壁

シャーコネクター　

―

―

アンカー筋（接合筋）　Ｐ 備　　考新設壁厚既設壁厚壁符号

新設壁筋及びアンカー筋の標準配筋

（シングル）

（ダブル）

ピッチ

壁　厚 径 ピッチ 備　考

スパイラル筋

――

――

――

（
埋
込
み
長
さ
）

（
埋
込
み
長
さ
）

撤去壁－柱（直交壁）取合部（撤去の場合）

既設開口

新設壁コンクリート

モルタル圧入

既設開口
新設鉄筋

コンクリート斫り

カッターで目地切を行ったあと
手バツリとする。
・・・

（既存鉄筋は残す）

既設ＲＣ壁既設鉄筋

（径が異なる場合は、大なる径）

フレアー溶接

１．特記なき鉄筋のフレア溶接は、下図の片面または両面とする。

　　除いた部分の長さとする．

両面フレア溶接片面フレア溶接

無収縮モルタル

モルタル圧入孔

ウレタン系コーキング

ウレタン系コーキング

外部振動横たたき締め

コンクリート

型枠

コンクリート投入口 空気ぬき＠３０００以下

各壁１ケ処

外部振動横たたき締め

型枠
コンクリート

コンクリート投入口

ウレタン系コーキング

ウレタン系コーキング

モルタル圧入孔
各壁１ケ処

空気ぬき
＠３０００以下

注記）鉄筋切断部には、錆止め塗装を行う。
注記）　　印は、コンクリートカッター位置を示す。

無収縮モルタルにて補修
深さ20mmはつり、鉄筋切断後

20

20

直交壁

無収縮モルタルにて補修
深さ20mmはつり、鉄筋切断後

※構造躯体からの寸法を示す。

　　部分は斫り範囲を示す

Ｄ Ｄ

既設壁厚 既設壁厚

 事 業 名 

 工 事 名 

工事場所

名　　称

縮   尺

工   種

事業主体 四日市市

上下水道局
図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号

設　計　者

設計年月日 平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日

四日市市日永東一丁目地内

耐震改修標準図

―

　　中央ポンプ場耐震補強工事

平成29年度公共下水道事業



 事 業 名 

 工 事 名 

工事場所

名　　称

縮   尺

工   種

事業主体 四日市市

上下水道局
図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号

設　計　者

設計年月日 平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日

四日市市日永東一丁目地内

　　中央ポンプ場耐震補強工事

改修前　伏図・軸組図

平成29年度公共下水道事業

A1:1/100
A3:1/200



改修要領
①：増設壁ｔ=160（既設壁は残す。）
②：既設扉撤去後、扉新設
③：増設壁ｔ=180（既設壁は残す。）
④：増し打ち壁ｔ=180（既設壁W12+W18=EW30）

③

④

・　　　　は、改修位置を示す。

・○内数値は、補強（改修）Noを示す。

・　　　　は、改修位置を示す。

・○内数値は、補強（改修）Noを示す。

①

②

①

壁・スラブ撤去後、庇復旧

壁・スラブ
地中梁・地業撤去

①

③ ④

①

・　　　　は、改修位置を示す。

・○内数値は、補強（改修）Noを示す。

・　　　　は、改修位置を示す。

・○内数値は、補強（改修）Noを示す。

・　　　　部壁は撤去。

庇部分

撤去

撤去

20
0

200

壁・スラブ撤去後、庇復旧

 事 業 名 

 工 事 名 

工事場所

名　　称

縮   尺

工   種

事業主体 四日市市

上下水道局
図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号

設　計　者

設計年月日 平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日

四日市市日永東一丁目地内

　　中央ポンプ場耐震補強工事

改修位置図　（伏図・軸組図）

平成29年度公共下水道事業

A1:1/100
A3:1/200



A C D

1

1

1

B

1

1

無収縮モルタル圧入

(新設壁筋)

D13@500（埋込長さ Ｌ＝80）

(新設壁筋)(新設壁筋)

既設開口
既設鉄筋：D10@200(シングル)
既設壁(t=120)+内部増し打ち20

(新設壁筋)

既設開口
既設鉄筋：D10@200(シングル)
既設壁(t=120)+内部増し打ち20

D13@500（埋込長さ Ｌ＝80）

D13@500（埋込長さ Ｌ＝80）

既設壁(t=120)+内部増し打ち20
既設鉄筋：D10@200(シングル)

カッターで目地切を行ったあと、
手バツリとする。
（既設鉄筋は残す）

カッターで目地切を行ったあと、
手バツリとする。
（既設鉄筋は残す）

(新設壁筋)

(新設壁筋)

無収縮モルタル圧入

既設開口

既設鉄筋：D10@200(シングル)
既設壁(t=120)+内部増し打ち20

無収縮モルタル圧入

既設鉄筋：D10@200(シングル)
既設壁(t=120)+内部増し打ち20

新設開口部の既設鉄筋は切断する。

20
0

20
0

20
0

360

360

20
0

20
0

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

接着系アンカー

仕上げ除去後目荒し

仕上げ除去後目荒し

接着系アンカー

仕上げ除去後目荒し

接着系アンカー

仕上げ除去後目荒し

接着系アンカー

仕上げ除去後目荒し

接着系アンカー
仕上げ除去後目荒し

接着系アンカー

仕上げ除去後目荒し

接着系アンカー

接着系アンカー

接着系アンカー

接着系アンカー

仕上げ除去後目荒し

仕上げ除去後目荒し

接着系アンカー

接着系アンカー

接着系アンカー
仕上げ除去後目荒し

接着系アンカー

 事 業 名 

 工 事 名 

工事場所

名　　称

縮   尺

工   種

事業主体 四日市市

上下水道局
図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号

設　計　者

設計年月日 平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日

四日市市日永東一丁目地内

　　中央ポンプ場耐震補強工事

1通り　改修要領図

平成29年度公共下水道事業

A1:1/50
A3:1/100



B C DA

2

2

既設鉄筋：D10@200(シングル)
既設壁(t=120)+内部増し打ち20

(新設壁筋)

既設開口

(新設壁筋)

無収縮モルタル圧入

既設鉄筋：D10@200(シングル)
既設壁(t=120)+内部増し打ち20

カッターで目地切を行ったあと、
手バツリとする。

カッターで目地切を行ったあと、
手バツリとする。

（既設鉄筋は必要部のみ残す）

（既設鉄筋は必要部のみ残す）

20
0

200

接着系アンカー

接着系アンカー

仕上げ除去後目荒し

仕上げ除去後目荒し

仕上げ除去後目荒し

接着系アンカー

接着系アンカー

壁撤去

接着系アンカー

接着系アンカー

仕上げ除去後目荒し

仕上げ除去後目荒し

接着系アンカー 1-D13接着系アンカー 1-D13

 庇部
（既設鉄筋は必要部のみ残す）

1-D13

1-D13

壁撤去

壁・スラブ撤去後、庇復旧

 事 業 名 

 工 事 名 

工事場所

名　　称

縮   尺

工   種

事業主体 四日市市

上下水道局
図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号

設　計　者

設計年月日 平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日

四日市市日永東一丁目地内

　　中央ポンプ場耐震補強工事

2通り　改修要領図

平成29年度公共下水道事業

A1:1/50
A3:1/100



60.0
（Ａ）35.0

（Ｂ）40.0

(350x350)

1Br800 2c-SBPR1080/1230 φ26

1c-SBPR1080/1230 φ32

573.4

868.5

868.5

362.0

692.0

692.02c-SBPR1080/1230 φ32

2c-SBPR1080/1230 φ23 448.7

50.0 （Ｂ）20.0

-

-18.0

使用場所

ＰＣブレース　

設計基準強度 導入時圧縮強度 単位

部材符号

固定接合部

斜 部

可動接合部

頂 部

使用箇所 使用鋼材 降伏荷重 施工緊張力 単位

kN/c

目地モルタル　

PC保護コンクリート

N/㎜2

１．一般事項

１）適用の範囲

２）ＰＣ施工方式

３）施工業者

２．材料

１）セメント

２）混和剤

３）鉄筋

４）ＰＣ鋼材

５）接合部摩擦材

６）コンクリート
　　及び
　　目地モルタル

３．型枠工事

４．鉄筋工事

５．ＰＣ鋼材の配置

６．コンクリート

７．検査

１．施工計画

２．運搬・搬入

３）取付

５．緊張工事

３．架設・取付

１）取付準備

２）既存梁への削孔

４．目地モルタル

６．ＰＣ鋼材の保護

オリエンタル白石㈱

㈱　建　研

㈱ピーエス三菱

　ＰＣ鋼材は有害な傷のないもので、次に適合するものを使用する。

・その他

上記ＰＣ鋼材は、全て「アンボンド加工品」とする。

本仕様書、並びに設計図書に指示されていない事項は、建築基準法、日本建築学会

建築工事標準仕様書鉄筋コンクリート工事（ＪＡＳＳ５）、および同学会プレストレスト

コンクリート設計施工規準、日本建築防災協会「耐震改修設計指針同解説」、オリエンタル

白石㈱「摩擦制御型ＰＣａＰＣ造耐震ブレース（ＰＣブレース）による耐震補強工法

術評価資料」による。

　本仕様は、プレキャスト部材、ＰＣ鋼材の緊張工事に関する部分について適用する。

　また、これらに指示されていない事項は、監理者の指示による。

　プレキャストプレストレストコンクリートブレース（以下ＰＣブレース）は、

工場製作ポストテンション方式とする。又、取り付け工事の内ＰＣ緊張工事は、

現場施工ポストテンション方式とする。

　ＰＣブレースの部材製作・現場取り付け工事は、オリエンタル白石㈱若しくは

オリエンタル白石㈱より技術指導を受けた専業者が行うものとし、下記の内いずれか

一社による責任施工とする。

　JIS R 5210によるポルトランドセメントを使用する事を原則とする。

　コンクリート中に混和剤を用いる場合は、その品質・使用量等について監理者の

承認を得ることを原則とする。

　異形鉄筋（Ｄ６～Ｄ１９）はJIS G 3112(SD295A)の規格に適合するものを

使用することを原則とする。

上下ブロック部に使用する補強筋は JIS G 3137「細径異形鋼棒」

(SBPD1275/1420)の規格に相当するものとする。

　コンクリート打設にあたっては、次のことに注意すること。

　　　また、修正不可能なときは取り替えを命ずることができる。

　コンクリート及びモルタルの品質は下表を標準する。

　可動接合部に用いる摩擦材は、材料特性が明瞭で高強度・高耐久性の材料とする。

特に指定がない場合は、南アフリカ産：インパラブラックを使用する。

　プレキャスト部材の型枠は、木製及び鋼製型枠とする。尚、振動打ちを行うので、

これに耐えるように充分に留意すること。

　鉄筋は正確な配置をして、コンクリート打設時に崩れないよう強固に組み立てること。

　ＰＣ鋼材の配置は正確強固に行い、コンクリート打設時に移動しないこと。

また、シース配置の許容誤差はＪＡＳＳ５による。

　　①ＰＣ鋼材、鉄筋、型枠が移動、損傷しないように注意して作業にあたる事。

　　②ＰＣ鋼材にはバイブレーターが直接触れないように細心の注意を払うこと。

　ａ）材令２８日の圧縮強度が試験の結果、所定の強度に達していない部材については

　　　不合格とする。

　ｂ）プレキャスト部材の検査は、型枠寸法及び外観について行い、検査の結果、

　　　製品の不良箇所で修正可能と認められたときは必要な補修を行い、再検査を

　　　受けることができる。

　ｃ）部材寸法の許容誤差は、長さ±１０㎜、断面寸法＋５㎜、－３㎜とする。

　ｂ）緊張機器は、前もってキャリブレーションを行うこと。

　工事着手前に運搬・ストック等の順序、方法とコア抜き・部材取付モルタル充填・

緊張作業に用いる架設足場などの方法と工程等について現地調査の上、施工計画書を

作成し、監理者の承認を得ること。

　プレキャスト部材の運搬は、部材に有害な荷重が作用しないよう注意し、安全に行うこと。

　ａ）ブレースと圧着接合する既存梁・柱表面は、仕上げ部分を撤去し目荒らし処理を行うこと。

　ｂ）ブレースが配置される空間に位置する雨樋・換気口等の障害物は、配置以前に撤去すること。

　ａ）既存梁への削孔を前に正確な墨出しを行い、製作中の部材との照合を行う。

　ｂ）削孔の位置については、事前に現地調査を行い、作成した施工計画書に従い墨出しを行う。

　ｃ）削孔は墨に従い正確な位置に、既存梁に直角に削孔しなければならない。

　ａ）取付位置近くまで搬入された部材は揚重機によって取付位置まで吊り込み架設し、

　　　正規の位置に調整し仮受け金物等で移動しないように固定すること。

　ｂ）既存梁・目地部・ブレース材に貫通された開口にＰＣ鋼材を挿入し、その両側に

　　　せん断力が作用しないように作業を行うこと。

　ａ）既存梁とＰＣブレースとの空間に充填するモルタルは、無収縮モルタルとし、

　　　隙間なく充填すること。

　ｂ）注入作業は、充填性と漏れの確認をするため位置毎に予め注入量を求め、

　　　注入する量との確認をすること。

　ａ）施工計画書の中でＰＣブレースの緊張計算を行い、管理方法等については

　　　監理者の承認を受けること。

　ｃ）プレストレス導入の時期は、コンクリートの圧縮強度が所定の強度以上に

　　　達したことを確認した後とする。

　ｄ）緊張力の管理は、ポンプの圧力計の示度（ロードセル等）を測定しながら行い、

　　　ＰＣａ部材に所定の緊張力が導入されるようにする。

　ＰＣ鋼材の屋外側の定着端は、防錆・耐久性から金属製又はコンクリート製の

キャップ等で保護を行い、定着端が地中に埋まる場合などは、保護コンクリート等を

打設する。

　　　定着板とナットを取り付ける。その際、鋼棒のネジ山に損傷がないよう、鋼棒に

JIS G 3109

　　　※　　（Ａ）：工場緊張時（ブレース部）

　　　　　　（Ｂ）：現場緊張時（可動接合部・固定接合部、その他）

◆ ＰＣａブレースの製作 ◆ ＰＣａブレースの取付

プレキャストプレストレストコンクリートブレース工事　特記仕様書

 事 業 名 

 工 事 名 

工事場所

名　　称

縮   尺

工   種

事業主体 四日市市

上下水道局
図 面 番 号

設　計　者

設計年月日 平成　 　年　　　月　　　日

四日市市日永東一丁目地内

PCaブレース　特記仕様書
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※・各ブレース共通とする。

ルーズホール形状図
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PCaブレース 可動接合部・固定接合部ブロック 配筋図　  S=1/20

（各ブレース共通）
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可動接合部ブロック
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 事 業 名 

 工 事 名 

工事場所

名　　称

縮   尺

工   種

事業主体 四日市市

上下水道局
図 面 番 号

設　計　者

設計年月日 平成　 　年　　　月　　　日

四日市市日永東一丁目地内

PCaブレース配置図・断面リスト

一部撤去

一部撤去

A1:1/100
A3:1/200
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既存側 PC鋼棒支圧板リスト

※ PC鋼棒・定着金物には防錆処理を行う。

PL-200x200x16(1段目)

PL-200x200x16(2段目)

φ155-34(球座)(3段目)

可動接合部

備考

1Br800

位置 固定接合部

PL-250x250x16(1段目)

PL-225x225x19(2段目)

PL-180x180x25(3段目)

1Br800

1F：可動接合部1F：可動接合部1F：固定接合部 1F：固定接合部 1F：固定接合部 1F：固定接合部

C-φ26(可動接合部) C-φ32(固定接合部)

1Br800

 事 業 名 

 工 事 名 

工事場所

名　　称

縮   尺

工   種

事業主体 四日市市

上下水道局
図 面 番 号

設　計　者

設計年月日 平成　 　年　　　月　　　日

四日市市日永東一丁目地内

PCaブレース　取り付け詳細図



鉄 筋 ｺﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ造

/

監 視 カ メ ラ 設 備

２ .建 物 概 要

仕 　 様 　 書

１ .工 事 場 所

Ⅰ 工 事 概 要

建 物 別 及 び 屋 外

工 事 種 目

電  　 灯  　 設  　 備

動  　 力  　 設  　 備

３ .工 事 種 目

工 事 名 称 　 　 　

延 べ 面 積 [ｍ ]２ 消防法施行令
別表第一

備 　 考階 数構 造建  物  名  称

（ 　 　 ） 項 　

（ 　 　 ） 項 　

工 　 事 　 種 　 別

電 　  熱 　  設 　  備

雷 　 保 　 護 　 設 　 備

受   変   電   設 　 備

電  力  貯  蔵  設  備

発  　 電  　 設  　 備

構  内  交  換  設  備

構 内 情 報 通 信 網 設 備

情  報 ・ 表  示  設  備

テ レ ビ 共 同 受 信 設 備

映  像 ・ 音  響  設  備

拡 　  声 　  設 　  備

誘  導  支  援  設  備

中 央 監 視 制 御 設 備

駐 車 場 管 制 設 備

防 犯 ・ 入 退 室 管 理 設 備

自 動 火 災 報 知 設 備 等

構  内  配  電  線  路

構  内  通  信  線  路

テ レ ビ 電 波 障 害 防 除 設 備

４ .指 定 部 分 　 　 　 ・ 無 　 　 ・ 有 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　　設計図
図面番号

Ⅱ 工 事 仕 様

１ ）

１ ． 共 通 仕 様

図 面 及 び 特 記 仕 様 書 に 記 載 さ れ て い な い 事 項 は 、 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 の

項 　 　 　 目 特 　 　 　 記 　 　 　 事 　 　 　 項 項 　 　 　 目 特 　 　 　 記 　 　 　 事 　 　 　 項

構 内 線 路 に お け る 埋 設 標 の 材 質 及 び そ の 個 数 は 、 図 面 に 記 載 の な い 場 合 は
次 に よ る 。
・ 鉄 製 (　 　 箇 所 )　 　 　 　 ・ ｺﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ製 (　 　 箇 所 )

 　 選 定 に 際 し て の 留 意 事 項

特 記 な き 電 柱 は 、 C P - 1 2 - 1 9 - 3 5 0と し 、 腕 金 、 が い し 、 支 線 、 そ の 他 は 、 電
力 会 社 仕 様 に よ る 。

四 日 市 市 登 録 業 者 、 営 繕 工 務 課 設 備 工 事 の 実 績 を 有 す る も の 、 又 は 、 市 の
承 諾 を 得 た も の 。

資 材 購 入 及 び 工 事 の 一 部 を 下 請 業 者 に て 施 工 す る 場 合 、 業 者 の 選 定 に 際 し

て は 、 で き る 限 り 市 内 業 者 を 優 先 さ せ る こ と 。

項 　 　 　 目 特 　 　 　 記 　 　 　 事 　 　 　 項

名 称 測 点 取 付 高 さ ( m m )
取 引 用 計 器 地 上 ～ 窓 中 心 1, 8 0 0～ 2 , 0 0 0

地 上 ～ 中 心
電
力
共
通

電
灯

床 上 ～ 中 心 1, 5 0 0
1 , 9 0 0以 下 )

床 上 ～ 中 心

コ ン セ ン ト (一 般 ) 床 上 ～ 中 心
床 上 ～ 中 心
床 上 ～ 中 心
床 上 ～ 中 心

　 　 〃 　 　 (鏡 上 )

　 　 〃 　 　 (和 室 )
　 　 〃 　 　 (台 上 )

　 　 〃 　 　 (踊 場 )
ブ ラ ケ ッ ト (一 般 ) 床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心
鏡 上 場 ～ 中 心

壁 掛 形 制 御 盤 床 上 ～ 中 心
　 　 　 　 (上 端 1, 9 0 0以 下 )
床 上 ～ 中 心

ベ ル
室 内 端 子 盤
集 合 保 安 器 箱
壁 付 ｱｳ ﾄ ﾚ ｯ ﾄ (一 般 )
　 　 〃 　 　 (和 室 )

床 上 ～ 中 心
床 上 ～ 下 端
天 井 下 ～ 上 端
床 上 ～ 中 心
床 上 ～ 中 心

名 称 測 点
表 示 盤
壁 付 発 信 機
ﾍ ﾞ ﾙ ､ ﾌ ﾞ ｻ ﾞ ｰ ､ ﾁ ｬ ｲ ﾑ
壁 付 押 ﾎﾞ ﾀ ﾝ (一 般 )

床 上 ～ 中 心
床 上 ～ 中 心
床 上 ～ 中 心
床 上 ～ 中 心
床 上 ～ 中 心

天 井 高 × 0 . 9

動
力

電
話

時
計
・
拡
声

表
示

テ
レ
ビ
共
同
受
信

機 器 収 容 箱

直 列 ﾕ ﾆ ｯ ﾄ (和 室 )
直 列 ﾕ ﾆ ｯ ﾄ 床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心

機 器 収 容 箱
発 信 機
表 示 灯
ベ ル

床 上 ～ 中 心
床 上 ～ 中 心
床 上 ～ 中 心
床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 上 端

80 0～ 1 , 5 0 0
8 0 0～ 1 , 5 0 0
8 0 0～ 1 , 5 0 0

自
動
火
災
報
知

ス イ ッ チ   (一 般 )
床 上 ～ 中 心

避 難 口 誘 導 灯 床 上 ～ 下 端 1, 5 0 0以 上
廊 下 通 路 誘 導 灯 床 上 ～ 上 端 1, 0 0 0以 下

　 　 　 　 (上 端 )

天 井 面 ～ 中 心 (天 井 面 ) - 2 0 0

取 付 高 さ ( m m )

2 , 1 0 0
2 , 5 0 0
1 5 0

1 , 3 0 0
1 , 1 0 0
3 0 0
1 5 0
1 5 0

1 , 5 0 0

1 , 5 0 0

3 0 0

3 0 0
1 5 0

1 , 3 0 0
2 , 3 0 0
1 , 3 0 0
1 , 1 0 0

3 0 0
1 5 0

3 0 0
天 井 高 × 0 . 9
天 井 高 × 0 . 8

床 上 ～ 操 作 部

床 上 ～ 中 心 18 0 0

〃 (身 体 障 害 者 玄 関 )

発 信 器 (出 退 表 示 用 )
出 退 表 示 盤 床 上 ～ 中 心

床 上 ～ 中 心
天 井 高 × 0 . 9

1 , 3 0 0

連 動 制 御 器 (自 動 閉 鎖 ) 床 上 ～ 中 心 1 , 5 0 0

イ
ン
タ
｜
ホ
ン

壁 付 ｲﾝ ﾀ ｰ ﾎ ﾝ (一 般 )
 〃  (身 体 障 害 者 )
壁 付 ｱｳ ﾄ ﾚ ｯ ﾄ (一 般 )
　 　  〃  　 (和 室 )

床 上 ～ 中 心
床 上 ～ 中 心
床 上 ～ 中 心
床 上 ～ 中 心

1, 1 0 0
3 0 0
1 5 0

床 上 ～ 中 心 90 0
1 , 8 0 0
2 , 0 0 0

復 帰 釦 (　 　 〃 　 ） 床 上 ～ 中 心
廊 下 表 示 灯 (　 〃 　 ）床 上 ～ 中 心

2.天 井 高 3 , 0 0 0以 上 の 場 合 は 別 途 打 ち 合 せ す る 。
1.意 匠 上 重 要 な 部 分 (正 面 玄 関 ､玄 関 ﾎｰ ﾙ ､ E L V ﾎ ｰ ﾙ ､上 級 室 ､会 議 室 等 )の 取 付 け 位 置 は ､監 督 員 と 充 分 打 合 せ す る 。

備 考

接 地 用 端 子 箱 地 上 ,床 上 ～ 中 心
床 上 ～ 下 端
地 上 ～ 中 心

50 0
8 0 0
6 0 0

3 . (天 井 高 )× 0. 9及 び (天 井 高 )× 0 . 8は 天 井 高 が 25 0 0～ 3 0 0 0 m mの 場 合 に 適 用 す る 。

接
　
地

そ
の
他

給 油 ボ ッ ク ス 地 上 ～ 給 油 口
電 磁 開 閉 器 用 押 釦 床 上 ～ 中 心

1 , 0 0 0
1 , 3 0 0

　 1 .契 約 の 解 除

　 2.不 当 介 入 に 係 る 通 報 等 の 義 務 及 び 義 務 を 怠 っ た 場 合 の 措 置
　 　 　 ( 1 )暴 力 団 等 に よ る 不 当 介 入 を 受 け た 場 合 、 次 の 義 務 を 負 う も の と す る 。

＜ 暴 力 団 等 不 当 介 入 に 関 す る 事 項 ＞

　 　 工 場 製 作 期 間 中 等 に 現 場 代 理 人 の 常 駐 を 解 除 す る 場 合 は 、 そ の 期 間 に 応 じ た 経 費 の 減 額 変 更 を 行 う 。
＜ 現 場 代 理 人 に 関 す る 事 項 ＞

　 　 　 四 日 市 市 の 締 結 す る 契 約 等 か ら の 暴 力 団 等 排 除 措 置 要 綱 第 3条 又 は 第 4条 の 規 定 に よ り 、 四 日 市 市 建 設
　 　 　 工 事 等 入 札 参 加 資 格 停 止 基 準 に 基 づ く 入 札 参 加 資 格 停 止 措 置 を 受 け た 場 合 は 、 契 約 を 解 除 す る こ と が
　 　 　 あ る 。

　 　 　 　 ・ 断 固 と し て 拒 否 す る と と も に 、 速 や か に 警 察 へ 通 報 並 び に 発 注 所 属 へ 報 告 し 、 捜 査 上 必 要 な 協 力

　 　 　 　 ・ 契 約 の 履 行 に お い て 、 不 当 介 入 を 受 け た こ と に よ り 工 程 、 納 期 等 に 遅 れ が 生 じ る 等 の 被 害 が 生 じ
　 　 　 　 　 る 恐 れ が あ る 場 合 は 、 発 注 所 属 と 協 議 を 行 う こ と 。
　 　 　 ( 2 )上 記 の 義 務 を 怠 っ た と き は 、 四 日 市 市 建 設 工 事 等 入 札 参 加 資 格 停 止 基 準 に 基 づ く 入 札 参 加 資 格 停
　 　 　 　  止 の 措 置 を 講 ず る 。

　 表 － １ 「 機 器 標 準 取 付 け 高 さ 」

引 込 開 閉 器 箱 1, 5 0 0

1 , 3 0 0

分 電 盤 ・ OA盤
　 ・ 実 験 盤

〃 (多 機 能 便 所 用 )

　 　 〃 　 　 (車 庫 )
床 上 ～ 中 心　 　 〃 (車 椅 子 用 )

開 閉 器 箱

床 上 ～ 中 心端 子 盤 (E P S ･電 気 室 )

接 地 極 埋 設 標
雷 保 護 用 接 地 端 子 箱

副 受 信 機

ガ ス 漏 検 知 器 （ L P）
〃 （ 都 市 ガ ス 用 ）

受 信 機 （ 複 合 盤 ）

1 , 5 0 0

床 上 ～ 中 心 1 , 5 0 0

呼 出 釦 (多 機 能 便 所 用 )8 0 0
9 0 0

　 　 　 　 　 を す る こ と 。

一 般 照 明 の 照 度 測 定 を 行 う 。 照 度 測 定 箇 所 は 、 監 督 職 員 の 指 示 に よ る 。

壁 付 ア ッ テ ネ ー タ

床 上 ～ 中 心
床 上 ～ 中 心
床 上 ～ 中 心 1, 3 0 0

親 時 計
子 時 計 ・ ス ピ ー カ

1, 5 0 0
天 井 高 × 0 . 9

平成27年度版（平成27年 3月 2日改正）

屋 外
そ の 他

２ .特 記 仕 様 書

1 )　 項 目 は 、 番 号 に ○ 印 の 付 い た も の を 適 用 す る 。
2 )　 特 記 事 項 に お い て 選 択 す る 事 項 は 、 ○ 印 の 付 い た も の を 適 用 す る 。

・ 照 明 制 御 シ ス テ ム 　 　 　 ・ 変 圧 器
(平 成 1 2年 法 律 第 10 0号 )に 基 づ く 特 定 調 達 品 目 「 公 共 工 事 」 の 品 目

1  ｸ ﾞ ﾘ ｰ ﾝ購 入 法 「 国 等 に よ る 環 境 物 品 等 の 調 達 の 推 進 等 に 関 す る 法 律 」

特 　 　 　 記 　 　 　 事 　 　 　 項項 　 　 　 目

2　 機 材 等

　 は 、 監 督 職 員 の 承 諾 を 受 け る 。

（ １ ） 本 工 事 に 使 用 す る 機 材 は 、 設 計 図 書 に 定 め る 品 質 及 び 性 能 を 有 す る
　 も の 又 は 同 等 以 上 の も の と す る 。 た だ し 、 同 等 以 上 の も の と す る 場 合

　  含 有 し な い 難 揮 発 性 の 可 塑 剤 を 使 用 し 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 、 ア セ ト ア ル

ま た 、 「 ﾎﾙ ﾑ ｱ ﾙ ﾃ ﾞ ﾋ ﾄ ﾞの 放 散 量 」 は 、 次 の と お り と す る 。

（ ２ ） 化 学 物 質 を 放 散 さ せ る 機 材 等

性 能 を 有 す る も の と し 、 次 の  1 )  か ら  5 )  を 満 た す も の と す る 。
 1 )合 板 、 木 質 系 フ ロ ー リ ン グ 、 構 造 用 パ ネ ル ， 集 成 材 、 単 板 積 層 材 、 パ ー
　  テ ィ ク ル ボ ー ド 、 Ｍ Ｄ Ｆ 、 そ の 他 木 質 建 材 、 ユ リ ア 樹 脂 板 、 仕 上 げ 塗 料
 　 及 び 壁 紙 は 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド を 放 散 さ せ な い か 、 放 散 が 極 め て 少 な い
 　 も の と す る 。
 2 )保 温 材 、 緩 衝 材 、 断 熱 材 は ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 及 び ス チ レ ン を 放 散 さ せ
　  な い か 、 放 散 が 極 め て 少 な い も の と す る 。
 3 )接 着 剤 は 、 フ タ ル 酸 ジ -ｎ -ブ チ ル 及 び フ タ ル 酸 ジ -２ -エ チ ル ヘ キ シ ル を

　  デ ヒ ド 、 ト ル エ ン キ シ レ ン 、 エ チ ル ベ ン ゼ ン を 放 散 さ せ な い か 、 放 散 が
　  極 め て 少 な い も の と す る 。
 4 )塗 料 は ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 、 ト ル エ ン 、 キ シ レ ン 、 エ チ ル ベ ン ゼ ン を 放 散
　  さ せ な い か 、 放 散 が 極 め て 少 な い も の と す る 。
 5 )上 記 1 )、 3 )及 び 4 )の 機 材 等 を 使 用 し て 作 ら れ た 家 具 、 書 架 、 実 験 台 、

　  て 少 な い も の と す る 。
　  そ の 他 の 什 器 等 は 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド を 放 散 さ せ な い か 、 放 散 が 極 め

ﾎ ﾙ ﾑ ｱ ﾙ ﾃ ﾞ ﾋ ﾄ ﾞの 放 散 が 極 め て 少 な い も の と は 放 散 量 が 第 三 種 の も の を い い 、

機 材 等 が な い 場 合 は 、 第 三 種 の も の を 使 用 す る も の と す る 。
原 則 と し て 規 制 対 象 外 の も の を 使 用 す る も の と す る 。 た だ し 、 該 当 す る

　 な お 、 ﾎﾙ ﾑ ｱ ﾙ ﾃ ﾞ ﾋ ﾄ ﾞを 放 散 さ せ な い も の と は 放 散 量 が 規 制 対 象 外 の も の を 、

本 工 事 の 建 物 内 部 に 使 用 す る 機 材 等 は 、 設 計 図 書 に 規 定 す る 所 要 の 品 質 及 び

該 当 す る 建 築 材 料

③ 下 記 表 示 の あ る JA S規 格 品
　 a.非 ﾎ ﾙ ﾑ ｱ ﾙ ﾃ ﾞ ﾋ ﾄ ﾞ系 接 着 剤 使 用
　 b.接 着 剤 等 不 使 用

規 制 対 象 外

第 三 種

の 放 散 量
ﾎﾙ ﾑ ｱ ﾙ ﾃ ﾞ ﾋ ﾄ ﾞ

① J I S及 び JA Sの F☆ ☆ ☆ ☆ 品
② 建 築 基 準 法 施 行 令 第 20条 の ７ 第 4項 に よ る 国 土 交 通 大 臣 認 定 品

　 c.非 ﾎ ﾙ ﾑ ｱ ﾙ ﾃ ﾞ ﾋ ﾄ ﾞ系 接 着 剤 及 び ﾎﾙ ﾑ ｱ ﾙ ﾃ ﾞ ﾋ ﾄ ﾞを 放 散 さ せ な い 材 料 使 用
　 d. ﾎ ﾙ ﾑ ｱ ﾙ ﾃ ﾞ ﾋ ﾄ ﾞを 放 散 さ せ な い 塗 料 等 使 用
　 e.非 ﾎ ﾙ ﾑ ｱ ﾙ ﾃ ﾞ ﾋ ﾄ ﾞ系 接 着 剤 及 び ﾎﾙ ﾑ ｱ ﾙ ﾃ ﾞ ﾋ ﾄ ﾞを 放 散 さ せ な い 塗 料 材 料
　 f.非 ﾎ ﾙ ﾑ ｱ ﾙ ﾃ ﾞ ﾋ ﾄ ﾞ系 接 着 剤 及 び ﾎﾙ ﾑ ｱ ﾙ ﾃ ﾞ ﾋ ﾄ ﾞを 放 散 さ せ な い 塗 料 等 使 用
① JI S及 び JA Sの F☆ ☆ ☆ 品
② 建 築 基 準 法 施 行 令 第 20条 の ７ 第 3項 に よ る 国 土 交 通 大 臣 認 定 品

3 電 気 工 作 物 の 種 類

4 電 気 保 安 技 術 者

5 電 気 工 事 士

10  工 事 実 績 情 報 の 登 録

12  施 工 体 制 台 帳 の 提 出

14  工 事 用 仮 設 物

・ 本 工 事 で 設 置 と す る 。

　 　 ・ 内 部 仮 設 足 場 等 （ ・ 　 　 　 　 種 　 ・ 　 　 　 　 　 種 ）
　 　 ・ 外 部 仮 設 足 場 等 （ ・ 　 　 　 　 種 　 ・ 　 　 　 　 　 種 ）

15　 足 場 、 さ ん 橋 類

16  完 成 時 の 提 出 図 書

・ 引 渡 し を 要 す る も の

・ 引 渡 し を 要 す る も の 以 外

・ 特 別 管 理 産 業 廃 棄 物
　 （ Ｐ Ｃ Ｂ 使 用 機 器  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
　 　 Ｐ Ｃ Ｂ 使 用 機 器 は 、 関 係 法 令 に 従 い 適 切 に 処 置 す る 。

・ 再 使 用 又 は 再 資 源 化 を 図 る も の

17  発 生 材 の 処 理

・ 構 外 搬 出 適 切 処 理

工 程 写 真  埋 設 部 、 い ん ぺ い 部 、 施 工 工 程 、 材 料 等
完 成 写 真

工 事 日 報 、 納 品 伝 票 等 の 写 し は 監 督 員 が 提 出 を 求 め た 場 合 に

○ 工 事 写 真

○ 工 事 日 報 、 納 品 伝 票

提 出 す る こ と 。

19  工 事 記 録

7 産 業 廃 棄 物 税

  し く は Ｅ 票 の 確 認 を 受 け る も の と す る 。

生 じ た 産 業 廃 棄 物 税 が 課 税 対 象 と な っ た 場 合 に は 、 翌 年 度 に 産 業 廃 棄 物 税 納 税 証

る 。
明 書 等 を 添 付 し て 、 本 工 事 に よ り 生 じ た 産 業 廃 棄 物 税 相 当 分 を 請 求 す る 事 が で き

20  随 時 検 査
注 者 が 随 時 検 査 を 求 め た 場 合 、 監 督 員 の 指 示 に 従 い 受 験 す る こ と 。

・ 別 紙 工 事 区 分 表 に よ る 。 　 　 　 ・ 下 記 に よ る 。
　 梁 貫 通 部 の ス リ ー ブ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 本 工 事 　 　 ・ 別 途 工 事
　 同 上 の 補 強 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 本 工 事 　 　 ・ 別 途 工 事
　 天 井 取 付 器 具 の 開 口 部 切 込 み 　 　 　 　 　 　 　 ・ 本 工 事 　 　 ・ 別 途 工 事
　 同 上 の 補 強 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 本 工 事 　 　 ・ 別 途 工 事
　 埋 込 形 分 電 盤 等 の 仮 枠 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 本 工 事 　 　 ・ 別 途 工 事
　 同 上 の 補 強 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 本 工 事 　 　 ・ 別 途 工 事
　 別 途 機 器 へ の 接 続 工 事 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 本 工 事 　 　 ・ 別 途 工 事

上 記 補 強 は 平 成 1 1年 版 建 設 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 配 筋 要
領 を 参 考 に 施 工 す る 。

21  他 工 事 と の 取 合 い

22  耐 震 施 工

・　完成図　陽画複写紙　（Ａ４版に製本したもの）

　　・　保全に関する資料等
・　完成図　陽画複写紙　（機械設備図と併せて二つ折り製本したもの、3部）

工 事 記 録 は 以 下 の よ う に 行 う こ と 。

・  事 業 用 電 気 工 作 物 　 　 　 ・  一 般 用 電 気 工 作 物

・  不 要 　 　 ・  要

6 工 事 用 電 力 、 水 等

行 う も の と す る 。

・ 本 工 事 に 必 要 な 工 事 用 電 力 、 水 等 の 費 用 及 び 官 公 署 そ の 他 の 関 係 機 関 へ の
諸 手 続 等 に 要 す る 費 用 は 、 受 注 者 の 負 担 と す る 。

8 工 事 の 保 険

工 事 請 負 代 金 額 50 0万 円 以 上 の 工 事 は 、 工 事 実 績 情 報 （ CO R I N S） の 登 録 手 続 き
を 行 う こ と 。

本 工 事 に 使 用 す る 機 材 の う ち 外 部 機 関 （ (社 )公 共 建 築 協 会 他 ） が 品 質 及 び 性 能
等 を 評 価 し て い る 機 材 は 、 評 価 さ れ た 品 質 及 び 性 能 等 が 評 価 さ れ た こ と を 示 す
書 面 の 写 し を 監 督 職 員 に 提 出 し 承 諾 を 受 け る 。

11  機 材 の 品 質 ・ 性 能 資 料

・ 設 け な い 　 　 　 　 　 ・ 設 け る

全 て 受 注 者 の 負 担 と す る 。
構 内 に つ く る こ と が 　 　 　 ・ で き る 　 　 　 ・ で き な い

・ 別 契 約 の 関 係 受 注 者 が 定 置 し た も の は 、 無 償 で 使 用 で き る 。

・ 改 修 工 事 の 場 合 は 、 改 修 標 準 仕 様 書 第 1編 2. 2 . 2に よ る ほ か 下 記 に よ る 。

　 構 外 搬 出 適 切 処 理 と す る 。

18  残 土 処 理

　 建 築 設 備 編 」

A 4用 紙 に 印 刷 し 、 提 出 す る 。

※ 撮 影 用 具 に デ ジ タ ル カ メ ラ を 用 い 、 サ ー ビ ス サ イ ズ 程 度 の 大 き さ で

※ 次 の 図 書 を 参 考 と す る 。

本 工 事 に は 産 業 廃 棄 物 税 相 当 分 が 計 上 さ れ て い な い た め 、 受 注 者 が 本 工 事 に よ り

監督職員の指示により下記のものを提出する。

・ 構 内 指 定 場 所 に 敷 均 し
・ 構 内 指 定 場 所 に 堆 積

13　 監 督 職 員 事 務 所

・ 市 支 給 と す る 。 た だ し 、 構 内 既 存 施 設 よ り 利 用 可 能 な 範 囲 に 限 る 。

設 計 金 額 30 0 0万 円 以 上 の 工 事 は 、 四 日 市 市 検 査 規 程 第 ８ 条 第 ６ 項 の 規 程 に よ り 発

　 廃 棄 物 管 理 票 （ マ ニ ュ フ ェ ス ト ） 確 認 表 を 作 成 し 、 監 督 員 に Ａ 票 及 び Ｄ 票 も

 　 加 入 期 間 は 工 事 期 間 を 原 則 と す る 。 (必 要 に 応 じ て 延 長 す る も の と す る 。 )　

　 　  共 済 証 紙 購 入 額

9 建 設 共 済 等

建 設 業 退 職 金 共 済 制 度 に 加 入 し 、 掛 金 収 納 書 を 提 出 す る 。

 　 　 請 負 額 (消 費 税 含 む )の 0 . 5 / 1 0 0 0  以 上 　

た だ し 、 建 設 業 退 職 金 共 済 に つ い て は 請 負 額 が 50 0万 円 以 上 の 場 合 と す る 。

※ 2  契 約 変 更 に よ り 工 事 価 格 が 上 昇 し た 場 合 は 不 足 分 を 追 加 購 入 す る こ と 。
 　  由 書 の 提 出 を も っ て 共 済 証 紙 の 購 入 を 不 要 と す る 。
※ 1  他 の 退 職 金 制 度 に 加 入 し て い る 等 、 共 済 証 紙 を 購 入 す る 必 要 が な い 場 合 は 理

・  建 設 工 事 保 険 　 （ 管 理 財 物 担 保 特 約 に 加 入 ） (保 険 証 券 の 写 し を 提 出 )　
・  請 負 業 者 賠 償 責 任 保 険 (保 険 証 券 の 写 し を 提 出 )

下 記 の 制 度 に つ い て 加 入 す る こ と 。

・  法 定 外 労 災 補 償 制 度 　 　 　 (加 入 証 明 書 を 提 出 )　

設 置 場 所

上 層 階 、 屋 上

及 び 塔 屋

中 間 階

地 下 階 、 １ 階

1 )設 計 用 水 平 地 震 力
機 器 の 重 量 ［ k  g  f］ に 、 設 計 用 標 準 水 平 震 度 を 乗 じ た も の と す る 。
設 計 用 標 準 水 平 震 度

・ 　 一 般 の 施 設・  　 特 定 の 施 設
一 般 機 器重 要 機 器一 般 機 器重 要 機 器

耐  震  安  全  性  の  分  類
機 器 種 別

１ ． ０
１ ． ５
１ ． ０
１ ． ０
０ ． ６
１ ． ０
０ ． ４
０ ． ６
０ ． ６

２ ． ０
１ ． ５

１ ． ５
１ ． ０
１ ． ５
１ ． ０
０ ． ６
１ ． ０
１ ． ０

１ ． ５
２ ． ０
１ ． ５
１ ． ０
１ ． ５
１ ． ０
０ ． ６
１ ． ０
１ ． ０

２ ． ０
２ ． ０
２ ． ０
１ ． ５
１ ． ５
１ ． ５
１ ． ０
１ ． ０
１ ． ５

機 器
防 振 支 持 の 機 器

水 槽 類
機 器

防 振 支 持 の 機 器
水 槽 類
機 器

防 振 支 持 の 機 器
水 槽 類

    　 　 　 　 　 　 (注 )　 水 槽 類 に は 、 オ イ ル タ ン ク 等 を 含 む 。

耐震施工の範囲はつぎによる。
　　・　建物に設置される重量 100kg以上の機器
　　・　明記された機器

（国土交通省国土技術政策総合研究所）2014年版」による。
設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針

上 層 階 の 定 義 は 次 に よ る 。

　 １ ０ ～ １ ２ 階 建 の 場 合 は 上 層 ３ 階 、 １ ３ 階 建 以 上 の 場 合 は 上 層 ４ 階

　 設 計 用 水 平 地 震 力 の １ ／ ２ と し 、 水 平 地 震 力 と 同 時 に 働 く も の と す る 。
2)設 計 用 鉛 直 地 震 力

　 重 要 機 器
　 　 配 電 盤 　 　 　 自 家 発 電 装 置 　 　 　 交 流 無 停 電 電 源 装 置 　 直 流 電 源 装 置
　 　 交 換 機 　 　 　 中 央 監 視 装 置 　 　 　 自 動 火 災 報 知 受 信 機 　 　 　 　 　

　 ２ ～ ６ 階 建 の 場 合 は 最 上 階 、 ７ ～ ９ 階 建 の 場 合 は 上 層 ２ 階

特 記 な き 鋼 製 電 線 管 (1 9 , 2 5 , ･ ･ ･ 7 5 )の 表 示 は 全 て 薄 鋼 電 線 管 と す る 。

可 と す る 。

　 　 ・ 砲 金 製 　 　 　 ・ ア ル ミ 合 金 製

取 り 外 し 再 使 用 機 器 は 、 清 掃 及 び 絶 縁 測 定 の う え 、 取 り 付 け る 。
た だ し 、 絶 縁 劣 化 等 使 用 に 耐 え な い 場 合 は 、 監 督 職 員 に 報 告 す る 。

　 　 ・ ﾌﾛ ｱ ﾍ ﾞ ｰ ｽは 、 水 平 高 低 調 整 機 能 付 (空 転 防 止 ﾘﾝ ｸ ﾞ付 )と す る 。

　 ・ 一 般 用

　 　 　 ・ 外 部 固 定 　 　 　 ・ 内 部 固 定 　 　 　 ・ 上 下 動 形

遠 方 操 作 用 押 し ﾎﾞ ﾀ ﾝは 、 連 用 形 と す る 。

　 　 　 ・ 本 工 事 　 　 　 　 ・ 別 途

図 面 に お い て 、 室 名 に (　 )を 付 し た も の は 直 天 井 の 室 、

長 さ 1 m以 上 の 入 線 し な い 電 線 管 に は 、  1 . 2 m m以 上 の ビ ニ ル 被 覆 鉄 線 を 挿 入 す
る 。

配 線 器 具 ( ｽ ｲ ｯ ﾁ ､ ｺ ﾝ ｾ ﾝ ﾄ他 )の 現 場 納 り 等 に よ る 仕 様 、 数 量 に つ い て は 監 督 員 の
承 諾 を 受 け て 変 更 し て も さ し つ か え な い 。

使 用 機 器 の 製 造 者 選 定 に よ る 若 干 の 仕 様 の 相 違 は 、 監 督 員 の 承 諾 を 得 れ ば 、

但 し 、 屋 内 箇 所 に お い て は 、 表 示 さ れ て い る も の と 同 一 外 形 の ね じ な し 電 線
管 (E 1 9 , E 2 5 , ･ ･ ･ E 7 5 )を 使 用 し て も よ い 。

2 3  鋼 製 電 線 管

2 4  電 線 本 数 ・ 管 路 な ど

25  呼 び 線

27  ﾌ ﾛ ｱ ﾌ ﾟ ﾚ ｰ ﾄ・ ﾍ ﾞ ｰ ｽ

2 8  再 使 用 機 器

29  金 属 管 の 塗 装

3 1  ﾛ ｰ ﾃ ﾝ ｼ ｮ ﾝ ｱ ｳ ﾄ ﾚ ｯ ﾄ

3 2  ﾊ ｲ ﾃ ﾝ ｼ ｮ ﾝ ｱ ｳ ﾄ ﾚ ｯ ﾄ

3 3  電 磁 開 閉 機 用 押 し ﾎ ﾞ ﾀ ﾝ

3 4  保 安 器 用 接 地

3 5  天 井 仕 上 げ 表 示

3 6  配 線 器 具 等

3 7  機 器 仕 様

3 9  接 地 極

分 電 盤 ・ 制 御 盤 及 び 端 子 盤 等 の 二 次 側 以 降 の 、 配 線 経 路 、 電 線 太 さ 、 電 線 本
数 及 び 管 径 等 は 、 監 督 職 員 の 承 諾 を 受 け て 図 面 と 相 違 し て も 差 し 支 え な い 。
ま た 、 機 械 室 等 の 床 埋 込 配 管 が 図 面 上 PF管 で 記 載 し て い る 場 合 で あ っ て も 、
立 上 げ 部 分 等 の 露 出 配 管 部 分 は 金 属 管 と し 、 そ の 場 合 は 全 長 に 亘 っ て 接 地 線
を 設 け る 。

た だ し 、 溶 融 亜 鉛 め っ き 仕 上 げ の も の は 除 く 。
下 記 の 露 出 配 管 は 塗 装 を 行 う 。

・ 屋 外 　 　 　 ・ 屋 内 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

そ れ 以 外 は 二 重 天 井 の 室 を 示 す 。

3 8  取 付 高 さ
表 － １ 「 機 器 標 準 取 付 高 さ 」 を 参 考 と し 、 監 督 職 員 と の 打 合 せ に よ る 。
壁 付 、 壁 掛 形 の 機 器 等 の 取 付 高 さ は 、 図 面 に 記 載 の な い 場 合 は 原 則 と し て 、

・ 　 共 同 接 地
・ 　 共 同 接 地

・ 　 高 圧 避 雷 器
・ 　 低 圧 避 雷 器

・ 　 交 換 機 用

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ω 以 下

10Ω 以 下
Ω 以 下

1 0 0Ω 以 下

10Ω 以 下
10Ω 以 下
10Ω 以 下
Ω 以 下

E B ( 1 4φ )× 3連 -　  2組 以 上
E B ( 1 4φ )× 3連 -　  2組 以 上

E B ( 1 4φ )× 3連 -　 　 組 以 上

位 置 ボ ッ ク ス は 金 属 製 と し 、 電 力 用 に は 接 地 を 施 す 。

最 上 階 の 天 井 ス ラ ブ へ の 埋 込 配 管 は 、 原 則 と し て 避 け る も の と す る 。

本 工 事 施 工 に 伴 う 既 設 設 備 の 軽 微 な 加 工 改 造 は 、 本 工 事 と す る 。

・ 本 工 事               　 　 ・ 別 途 工 事

原 動 機 、 発 電 機 と 付 属 各 機 器 間 の 燃 料 油 、 冷 却 水 な ど の 配 管 、 制 御 用 配 線 等
は 、 監 督 員 の 承 諾 を 受 け て 図 面 と 多 少 相 違 し て も さ し つ か え な い 。

4 1  最 上 階 の 埋 込 配 管

4 0  合 成 樹 脂 管 配 線

4 2  既 設 と の 取 合 い

4 3  自 家 発 電 設 備 の 配 管 工 事 等

4 4  通 信 用 保 安 器 の 接 地

4 5  地 中 配 線 の 埋 設 深 さ 等

・ 　 雷 保 護 用

E B ( 1 4φ )× 3連 -　  2組 以 上
E B ( 1 4φ )× 3連 -　  2組 以 上
E B ( 1 4φ )× 3連 -　  2組 以 上
E B ( 1 4φ )× 3連 -　  2組 以 上
EB ( 1 0φ )× 1 ( L = 1 0 0 0 m m )以 上
E B ( 1 4φ )× 3連 -　  2組 以 上

　 　 　 　 　 　 　 　 　 組 以 上

・ 　 通  信  用

・ 　 測  定  用
・ 　 通  信  用

Ｅ
Ｅ
Ｅ

10Ω 以 下
1 0 0Ω 以 下

E B ( 1 4φ )× 3連 -　  2組 以 上
EB ( 1 0φ )× 1 ( L = 1 0 0 0 m m )以 上
EB ( 1 0φ )× 1 ( L = 1 0 0 0 m m )以 上

Ｅ 1 0 0Ω 以 下 EB ( 1 0φ )× 1 ( L = 1 0 0 0 m m )以 上・ 　 電 話 引 込 保 安 器

A
B
D
C
L H
L L

t
L A

A t

O
D t

L t

A , C , D

3 0  タ ン ブ ラ ス イ ッ チ タ ン ブ ラ ス イ ッ チ は 、 図 面 に 特 記 な き 場 合 、 ネ ー ム 付 と す る 。

10Ω 以 下

合 成 樹 脂 製 可 と う 電 線 管 及 び 付 属 品 は 、 Ｐ Ｆ 管 （ 単 層 管 ） の 波 付 管
以 上 を 使 用 す る 。

地 中 配 線 の 特 記 な き 埋 設 深 さ は 、 0. 6 m以 上 と す る 。
高 圧 、 特 別 高 圧 以 外 の 地 中 配 管 に 埋 設 標 識 シ ー ト （ 2倍 ） を
・ 設 け る 　 　 　 ・ 設 け な い

　　・　工事完成図（竣工図（修正済みの設計図）＋施工図）

施 工 条 件46 監督員及び依頼部局と協議調整し決定すること。
1.施工可能日　　・土、日曜日、祝日施工有り　・指定なし

・その他　 (　　　　　　　　　　　　　　 )
2.施工可能時間帯　　・指定有り（　　時～　　時）　・指定なし

47  地 中 配 線 の 埋 設 標

48  架 空 配 線

50  資 材 購 入 及 び 下 請 業 者 の

5 1　 一 般 照 明 の 照 度 測 定

・　完成図　ＣＡＤデータ　ＰＤＦデータ（ＣＤ－Ｒ）

　　・　工事写真（紙、ＣＤ－Ｒ）

縮
　
尺

特記仕様書

建築電気設備

図
面
名

1:NO

5 2　 施 工 図 等 の 取 扱 い 施 工 図 等 の 著 作 権 に 関 わ る 当 該 建 物 に 限 る 使 用 権 は 、 発 注 者 に 移 譲 す る
も の と す る 。

49  施 工 業 者 の 選 定

公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律により、施工体制台帳の写しを提出のこと。

なお、警備業者についても記載すべき下請負人の範囲に含むものとする。

26  フ ラ ッ シ ュ プ レ ー ト 図 面 に 記 載 が な い 場 合 は 、 　 　 ・ 金 属 製 　 　 ・ 樹 脂 製 　 　 　 と す る 。

10Ω 以 下

A , B , C , D

・ 　 Ａ 種
・ 　 Ｂ 種
・ 　 Ｄ 種
・ 　 Ｃ 種

   国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 「 工 事 写 真 の 撮 り 方

最 大 電 力 が ５ ０ ０ ｋ Ｗ 以 上 の 場 合 に お い て も 、 第 一 種 電 気 工 事 士 に よ り 施 工 を

接 地 極 が 図 面 に 記 載 が な い 場 合 は 下 記 に よ る 。 な お 、 接 地 棒 E B（ 1 4φ ） の

長 さ は 15 0 0 m m以 上 と し 、 （ 1 0φ ） は W= 3 0、 （ 1 4φ ） は W= 4 0、 L = 1 2 0 0と し て
差 し 支 え な い 。 （ 雷 保 護 用 を 除 く ）

接 地 の 種 類 記 　 号 接 地 抵 抗 値 接 　 　 地 　 　 極

中央ポンプ場耐震設計業務委託

　 　 　 　 四 日 市 市 日 永 東 一 丁 目 　 地 内

ポ ン プ 棟 地 上 1階 、 地 下 1階 94 . 0 7 （  1 5  ） 項 　

ポ ン プ 棟

改 修 一 式

改 修 一 式

　 四 日 市 市 上 下 水 道 局

AE-1

中央ポンプ場耐震設計業務委託

作図 平成　年　月

｢公 共 建 築 工 事 標 準 仕 様 書 (電 気 設 備 工 事 編 ) (平 成 28年 版 )｣ (以 下 、 標 準 仕 様 書 と い う 。 )、
｢公 共 建 築 改 修 工 事 標 準 仕 様 書 (電 気 設 備 工 事 編 ) (平 成 28年 版 ) ｣ (以 下 ､ ｢改 修 標 準 仕 様 書 ｣と い う ｡) ､
及 び ｢公 共 建 築 設 備 工 事 標 準 図 (電 気 設 備 工 事 編 ) (平 成 28年 版 ) ｣ (以 下 ､ ｢標 準 図 と い う ｡ ｣ )に よ る ｡



 事 業 名 

 工 事 名 

工事場所

名　　称

縮   尺

工   種

事業主体 四日市市

上下水道局
図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号

設　計　者

設計年月日 平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日

四日市市日永東一丁目地内

　　中央ポンプ場耐震補強工事

平成29年度公共下水道事業

改修前・改修後　１階平面図

A1:1/50
A3:1/100



 事 業 名 

 工 事 名 

工事場所

名　　称

縮   尺

工   種

事業主体 四日市市

上下水道局
図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号

設　計　者

設計年月日 平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日平成　 　年　　　月　　　日A1:1/50

四日市市日永東一丁目地内

　　中央ポンプ場耐震補強工事

平成29年度公共下水道事業

改修後　断面図

A3:1/100


